
点数 各項⽬20点満点

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員A 10 13 14 16 15 68 幽霊になると⽣前の記憶が消えたり時間の概念が無くなるとはよく聞きます
ね。お爺ちゃんとしては孫の誕⽣⽇に現れてやると息巻いているけど、いざ亡
くなったら思っていたのとは違う。そういうことなのかな。それとも、⽣前の
意識のまま本当に忘れてしまうのか。いずれにせよほっこりする話ですね。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員B 5 10 15 15 12 57 ⾯⽩いですね。それとなんだか、ほっこりしました。孫には誕⽣⽇に⾏くと
⾔った⼿前、出て⾏けるのに⾏けないもどかしさがおじいちゃんの可愛らしさ
を表現していて良かったです。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員C 16 16 17 19 18 86 ハートフルユーモア怪談。怖さと優しさがふんわりとブレンドされてますね。
なかなかない切り⼝に読んでいて満⾜。幽霊って急に出るから怖いもので、予
告したら怖くない説はあると思います（個⼈的にですが）＋頭を抱える霊！想
像するだけで⾯⽩いです。霊もボケるのか？それとも⽣前から？なのか⾊々考
察もしていきたい作品。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員D 12 16 16 18 17 79 ⽣前の約束を守るために、祖⽗や祖⺟が夢枕に⽴つ、驚かせに来る、という話
は⾃分が体験したらかなり驚くとは思いますが仲がいい家族の話、という括り
で⾒られてとても好きなジャンルです。ただ…この爺ちゃんうっかりしすぎ！
可愛すぎますよ！誰か正解教えるために、枕元にメモ置いて教えてあげて欲し
い。だけど誕⽣⽇に夢枕⽴つってネタバレされちゃってるから、逆に爺ちゃん
の反応⾒てにやにやしてしまいそうです。こうこうほのぼのした話は⼤好物で
す。最⾼にほっこりさせていただきました。ありがとうございます。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員E 10 20 20 20 15 85 クスっと笑えてほっこりする怪談でした。亡くなる前に孫に⾔った約束を必死
に守ろうとしているお爺ちゃんが可愛く思えました。こういうジャンルの怪談
⼤好きです。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員F 7 10 11 18 12 58 とにもかくにもユーモアに突出したお話でした。おじいちゃん、とても可愛い
⼈ですね。おばあちゃんには怒られていたみたいですが、憎めない、素敵なお
じいちゃん。こんなおじいちゃんなら霊になって会いに来てくれたら嬉しいで
しょうね。でも、〝俺〟の誕⽣⽇を忘れちゃったかぁ(笑)。まあ、誕⽣⽇に拘
らなくても、出て来れるのであれば出てきて欲しいですよね。夢枕に⽴てるな
ら、ストレートに誰かに聞けば？とも思いますが(笑)。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員G 15 18 17 17 18 85 良きですねぇーーっ！ほっこり怪談！最後のオチもクスッとなる感じがとても
良かったです！なので怪談には珍しくユーモアの点で⾼評価としました。怖さ
を楽しむ怪談では無いですが、むしろそこが良かったですね。亡くなってもな
お“おっちょこちょい全開”なおじいちゃん。⽣前から愛されていて憎めなく
て、いいおじいちゃんだったのが凄く伝わります。私もおじいちゃんおばあ
ちゃんっ⼦だったので、なんだか親近感も湧くお話しでした。全体的に⾼評価
なお話しだったと思います。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員H 10 5 15 20 15 65 怪談で癒されるって体験はじめてしました。キュートな怪談すぎる。ぴったり
250⽂字に悲しみと寂しさと、死んでるのに⼈間臭さと。あったかい気持ちに
なるドラマも⼊ってて、改めて「怪談とは？」と深く考えさせられる内容でし
た。素晴らしい。

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員I 12 12 18 20 17 79 好き。この話、単純に好き。学⽣の頃、友達と約束したの思い出した。先に死
んだ⽅が幽霊になって会いに⾏くっやつ。おじいちゃんめちゃくちゃ可愛い。
誕⽣⽇忘れて親戚に聞いて回ってるなんて。お⺟さんの枕元に⽴つのがいちば
ん早いと思うのに。ホント可愛い

1100 じいちゃん てちてち ⼀般審査員J 12 15 18 19 15 79 とてもシュールで⾯⽩い⼼霊体験と思った。
おじいさんは、なくなっても主⼈公との約束をなんとか果たそうと親族の夢枕
に⽴ってどうにかしようとしているところがとても愛らしいと思った。

合計 109 135 161 182 154 741

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員A 12 14 13 13 12 64 ⼦供に何を吹き込んでいるんだよ。⺟親に似た何者かが優しい⼝調で昔話や絵
本を読むということは本物の⺟親は優しい⼝調でもなく、昔話や絵本を読ませ
てくれないってことなのかな。ただ、その昔話も改変されたものが多い。⺟親
に似た何者かは別世界の住⼈なのかな。別世界では桃太郎や鶴の恩返しも展開
が違ったりして。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員B 10 10 8 8 10 46 わからなくて怖いはありますが、これは分からな過ぎて怖くないですね。寄⽣
された動物の話と誕⽣⽇にミミズ団⼦の理由をくわしく知りたいです。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員C 17 18 18 19 17 89 インパクト⼤！想像するだけでおげー怪談^_^アインシュタインの⾔葉に常識と
は、18歳までに⾝に付けた偏⾒のコレクションである。と⾔うのが真っ先に頭
に浮かびました！その⼦にとってはそれが異常では無くごくごく当たり前の⽇
常の⼀コマですね。やがて⽴派なバケモノと成⻑してゆく過程すら楽しめる不
気味怪物怪談。あまりお⽬にかかれないジャンルなので読後の余韻もたっぷり
です。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員D 15 17 16 16 17 81 怖い。これはとても気持ちが悪いです。ママとは違う存在、というのはしっか
り認識していて、読み語られる絵本は不気味なものばかりなのに、それを嬉々
として聞いている⼦ども…この『偽⺟』が現れたから、この⼦どもはこういう
感性になったのか、素質があったから『偽⺟』が現れたのか。どちらなので
しょう。まだ⺟、ではなく彼⼥と呼んでいるということは⼀定の距離感を保っ
ているのだと思いますが、誕⽣⽇プレゼントを⽤意するくらいに⼼を許してい
る存在になっているのは怖いです。実際のママが⾒たら卒倒すると思います。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員E 18 20 20 15 20 93 怖かったし⾯⽩かったです。昔話の独特なアレンジが最⾼に気味が悪かったで
す。それを聞かされて育った主⼈公は…「そうなるのかよね！」と納得でし
た。タイトルの「偽⺟」もぴったりでした。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員F 16 13 15 14 14 72 ゾッとする怖さのあるお話でした。まず、ママに似た何か、というところで既
に怪しい雰囲気が。似た何かって何⁉みたいな。最初は案外いいヤツなのかと
思いきや、読み進めていくと、何やら雲⾏きが怪しくなってくる。ヤツが話す
昔話は我々が知っているそれとは違う。まあ、現在我々が知っている昔話とい
うのも、実は改竄されていたり、内容が本来とは変わっていたりするのかもし
れませんが。それはさておき、あまりに残虐でグロい表現をするストーリーを
⼦供に読み聞かせるのはその⼦が将来どんな⼦供に育ってしまうのか考えると
怖いですね。いや、もう時既に遅し、か。新しさも感じるお話でした。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員G 17 15 14 10 15 71 冒頭、なんかホッコリする様な感じだったのでその勢いで読み進めると、なん
とも薄気味悪い感じになりその辺の緩急に⾯⽩さを感じました。よくある昔話
しとは微妙に違いなんとも気持ち悪い…そして後半からまたより気持ち悪さが
増してきて、末⽂のミミズの件では吐き気がしそうな位の表現…最⾼でした！
  しかしタイトルの“偽⺟” とは⼀体何者なのでしょうか⁈気持ちの悪いこと
は⾔ってるものの、体感的には良い⼈⁇の様でもあるし…その辺が更に不気味
さを感じるところでもありました。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員H 10 15 10 15 15 65 「寝かしつけ」という癒し時間が、真逆の内容になってて、気持ち悪さを強く
感じました。⻤を細切りにして村中に振る舞…という⼀⽂、サラっと書かれて
いますが、めちゃくちゃ恐怖を感じました。最後の「彼⼥」が、ママに似た何
か。なのか、主⼈公の「彼⼥」なのか、どっちで考察してもワクワクします
ね。

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員I 12 12 13 12 14 63 彼⼥は⼈間ではなかったのかな？だってだんごはとても⼈間にあげるもので
は。。。それとも彼⼥が話していたお話がどれも不気味でグロくてみたいな変
わったお話だったので、なんとなくイタズラの気持ちの団⼦？それとも純粋に
団⼦？彼⼥の正体と、どんな⾵に⾒えているのかとかいろいろ気になります

1116 偽⺟（ぎぼ） 那夜あやな ⼀般審査員J 18 18 19 18 18 91 ⺟に似たナニカの話にゾッとし、主⼈公の振る舞いにゾッとし、内容にも気分
の悪く、後味が悪い話になっていて、ブラックユーモアを効かせていたのが⾮
常に良かった。

合計 145 152 146 140 152 735

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員A 12 11 13 16 16 68 なるほど。⾃分が背後霊だったってオチですか。この⼥性が神社に⾏った理由
が除霊してもらうためってことだと思うけど、⾯⽩いのは除霊するために神社
に⾏くってことを理解していないこと。そして、⾃分⾃⾝が悪い霊だと意識し
ていないところですね。案外、幽霊の世界ってこんなものかもしれない

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員B 10 12 11 12 10 55 たまにある、逆⽬線オチですね。嫌いじゃないですが、ありきたり感があるの
でおもいっきって3⼈とも霊で最後、⼦供がお⺟さんに「あのお坊さん達何し
てるの？」って⾔うと、お⺟さんが「何⾔ってるの、誰もいないよ！」みたい
な感じになって、そのあと⼦供に霊が3体付いていくみたいな感じまで欲し
かったです。

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員C 15 17 17 17 17 83 そう来ましたか！短い⽂章の中に怖いだけでは無く、ユーモアもたっぷりで好
きです。そうですよね背後霊の後を追うのは違和感でした最後まで読んで視界
がぼやける（スッキリ）する成仏怪談。この世にはまだまだ⾃分⾃⾝が亡く
なっている事にすら気付いていない彷徨う者達がそこらにうじゃうじゃと居る
と想像するとその数だけ物語が存在すると⾔えますね。

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員D 10 9 12 14 11 56 まず、話の展開は悪くないと思いましたが神社に住職はいません…そして、住
職が⼤⿇を使⽤することもありません。どんな怪しい施設ですかそこは…そん
な怪しい施設に頼る⼈もおかしい、となってしまいます。起承転結の「転」に
当たる⼤事な部分なので、ここはしっかり確認して描いていただきたかったで
す。そのため鋭さの点は⾟めにつけさせていただきました。
内容は⾯⽩かったです。誰の視点で何を⾒せられていたのだろう、と妙な気分
になりました。

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員E 10 15 15 18 20 78 ⾃分が霊だったというどんでん返しは⾯⽩かったです。意外さを⾼く付けまし
た。亡くなったと気付いていなかったという事だと思いますが、深堀しなくて
もいいと思うお話でした。

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員F 12 9 13 12 12 58 ずっと背後霊だと思っていた存在は、実は巫⼥さんだった、という事なので
しょうか？「除霊してあげましょう」と⾔ったのは神主さん？それとも⼥性？
袈裟を着た坊主の住職らしき⼈なら神社ではなくお寺？と思いましたが、⽩い
旗のついたお祓い棒、という表現で⼤⿇(おおぬさ)が出てくるならやはり神社
かな？と、？がいっぱいで、正直お話がストレートに伝わり⾟かったです。神
社とお寺は全然違うので、そこは統⼀した⽅がいいかな、と思います。結局、
背後霊は⼆⼗歳くらいの⼥性ではなく別にいたのでしょうか。

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員G 16 15 15 10 18 74 背後霊ってそーゆー事⁈良い意味で最後に裏切られた感じがとても⾯⽩かっ
た！！背後霊はお前だったんかいっ！が良かった。なので意外性を⾼評価とし
ました。恐ろしい怖さは感じなかったものの、話し⾃体が⾯⽩かったので全体
的に⾼評価な怪談だったと思います。これぞ短編！という様な話の構成とオ
チ。個⼈的には好きなお話しでした。しかし彼、ずっと⾃分が何かを分からず
に過ごしていたんでしょうね…それを考えるととても滑稽な気もしますが。し
かし睨まれるほどの存在って事はヤバい奴なんでしょうか？皆さんの考察も聞
いてみたいですね〜

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員H 15 15 15 20 20 85 明暗のトリックにやられました。読了後の爽快感がヤバい。悪い霊だったの
は、主⼈公の⽅だったんですね。シンプルに⾯⽩いし、ショート怪談のスピー
ド感も素晴らしい内容になっていると思います。この怪談好きです。

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員I 12 14 15 16 13 70 語り⼿が霊だったのですね。ただ霊の⽅もなぜ彼⼥についているのかわからな
いのがゾッとしますね。無事、成仏してくれたらいいのですが。。。なぜ彼⼥に
とりついたんでしょうね

1089 背後霊 夜⾵ひるね ⼀般審査員J 15 18 18 18 15 84 ⾃分が取り付いていたことに⾃覚していないという⾯⽩い話だった。
まさか⾃分が祓われる存在になっていたという意外な話の終わり⽅が秀逸だっ
たと思う。

合計 127 135 144 153 152 711

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員A 15 15 15 15 15 75 なるほど、親⽗を殺めたのは語っているお前だったのか。⼼配で弟について⾏
くとか⾔っているけど、なんだか⽩々しいなって思ってしまった。これで、弟
も幽霊になって橋に出てくるのかな。もし、⺟親が⾒に⾏くと⾔い出したらど
うするんだろう？ 三度⽬の⼤きな試練をやる前にバチ当たれ

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員B 15 12 10 10 12 59 上⼿いですね。説明をはぶける部分はキチンとはぶいてショートサイズに収め
て、そして幽霊と⼈怖の合わせ技でしっかりまとめてあって良かったです。

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員C 16 16 15 17 16 80 罪を背負ってますね。短い怪談の中で幽霊とヒトコワが贅沢にブレンドされて
おり満⾜の⼀本でした。それとこんな現実離れした事象を⽬の当たりにしても
冷静に具体的な次の⾏動を考え実⾏に移そうとする兄さんがサイコで最⾼でし
た。鋭い展開と兄さんのブラックで冷静なユーモアさと意外な結末に拍⼿。

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員D 9 6 12 14 12 53 ⽂章が少々分かりづらく、何回か読み直してやっと意味が分かりました。その
ため鋭さは低めになっています。情景を思い浮かべながら書いていただいたの
だと思いますが、タイトルと内容が合っているようなそうでもないような…怪
異は起きているものの、それ以上に⾃分の家族をなんの躊躇もなく⼆度も⼿に
かけるこの⼈が怖い、所謂ヒトコワだとは分かりますが「幽霊」という表現が
あまりにストレート過ぎて流れの中で異質に⾒えてしまいます。最後の⼀⽂に
全てをかけたのだというのは伝わりますが、少しずつ違和感が積み重なって
「怖い」に結びつきづらかったです。

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員E 15 15 15 15 20 80 最後に来る驚きと恐怖。出だしは⼼霊系の話と思わせて、最後はヒトコワにな
るどんでん返しが良かったです。今度は⼆⼈が橋に現れるのかも？と思うと更
にぞっとしました。

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員F 17 15 17 15 18 82 これはまた、ラストに意外な展開が待ち構えているお話ですね。お⽗さんが亡
くなった橋で深夜、男性が⾎塗れた姿で⽴っているという噂が怪談となって流
⾏り、お⽗さんの事が⼤好きだった弟が、幽霊でもいいからお⽗さんに会いた
いと願い、橋へ向かう。実際、弟は無事幽霊となったお⽗さんに再会出来た訳
だけれど、弟について⾏って⾒守っているかと思われた兄であるこのお話の主
が、実はお⽗さんを殺していて、今、弟もその⼿にかけてしまった…。主のサ
イコパス感が怖いですね。

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員G 15 15 15 10 15 70 普通の霊的な怪談と思いきや、⼈怖ミックス⁇個⼈的にミックスな怪談は好き
なので、⾯⽩い展開も相待ってなかなか濃いお話しだなぁと思い完読しまし
た！まさかの展開は良い意味での裏切られ⽅で⾯⽩かったです。しかし何故2度
も⁇そして、そうしなければならなかった理由は⁈などと、⾊々な疑問が浮か
びます。家庭環境が複雑だったのかなぁ、とか、話しの背景を⾊々と考察する
と怖いだけでなく悲しい何かも感じられ複雑な気持ちになりました。

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員H 15 20 10 10 20 75 鋭⾓で折り返してくる悲劇に、背筋がゾクっとしました。こんなに美しいス
トーリーライン、なかなか怪談では読めないと思います。最終⾏を読んだあと
に、何度も読み返してしまいました。

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員I 11 12 12 11 13 59 もしかしてお⽗さんも殺したの？お⽗さんはなんのために幽霊になったのか？
なぜ弟をあわせたのか？なぜ弟を殺さなくては⾏けなかったのか？謎しかない
のですが笑。もう殺す相⼿はいないの？この2度の試練で終わりなんですか
ね？謎

1094 ⾳無き警鐘 はるせ ⼀般審査員J 18 15 15 12 18 78 主⼈公が⽗を殺し、弟も殺さないといけなくなった理由が⽗の霊が弟に教えよ
うとしたからというヒトコワと切なさがうまくマッチしているお話だった。
わかりにくい⽂章としていたのも深みを出そうとしていて、別の意味で良いと
思う。

合計 146 141 136 129 159 711

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員A 15 16 15 15 14 75 半ば無縁仏みたいな感じになっていた墓に招かれてしまったのか。亡くなった
叔⽗の⾯影があるのは⾃分の⾝内に似ているから。そして、誘われるがまま付
いて⾏ったのは⾃分の意思なんだろうか。なんで、墓があると確信したんだろ
う。昔、⾔ったことがある場所なんだろうか。これだけじゃ、何とも⾔えない
けど、線⾹の束を⾷べる少年の様⼦は想像したら怖い。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員B 12 10 11 10 12 55 怪談のあるあるの⼦供の霊ですが悪意があるわけでも無く、好意的でもない感
じが、じわじわと怖さをかもしだしてますね。最後、意味不明な⾔葉と線⾹を
かじる様⼦は気味が悪いですね。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員C 15 16 15 14 15 75 曖昧な記憶は年⽉がそうさせたのかそれともこの謎の男⼦がそうさせたのか…
読み返す事でまた解釈が広がる不安げ怪談。怖いよりも不可思議であり線⾹を
噛み砕く少年の様はもう冷静な話し合いすら不可能で本能が逃げろと強く警告
してくる良さがありました。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員D 18 14 16 16 17 81 廃れた墓が⼦孫を呼んでいるのかと思いきや、縁もゆかりも無い墓というのが
とても不気味でした。ご親戚の⾯影がある少年、⾒知らぬ墓、そして「秘密基
地」を繋ぐものは⼀体何なのか気になります。その少年は叔⽗様の残留思念の
ようなものなのか、それを模した得体の知れない存在なのか。答えを⾒つけた
くなるものの、⾒つけてはいけないような何とも⾔えない気持ちになりまし
た。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員E 18 5 10 10 15 58 ⼿招きをしている男の⼦が、ご先祖様なのかと思ったら、まったく関係なくて
意外でした。「秘密基地」と話し掛けられるのもお線⾹をボリボリ⾷べている
のも怖かった。タイトルがなぜ「ハンミョウ」？私の知識不⾜で謎でした。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員F 14 13 14 12 12 65 お墓で⼿招きしていた⼦供は叔⽗の⾯影が残る、ということから⾝内、恐らく
はご先祖の誰かかな、とは思いましたが、「秘密基地」というのはどういう事
なのだろう？⽕のついた線⾹の束をボリボリと噛み砕きながら笑う、というの
は怖いというのか、何とも不気味だ。⻑く本家のお墓に⾜を運ばなかった事に
対する抗議の意味での嫌がらせ？本家のお墓が朽ち果てたいた、という事は本
家は廃れてしまってもう参る⼈もいなくなったのか。他にお参りする親族もい
なかったのか。そう思うとどこか悲しい奇妙なお話ですね。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員G 15 14 14 10 14 67 うわぁ…なかなか背景が濃そうな話ですね。⾊々と考察が楽しめそうな怪談！
短編ながら怖さの中⾝が本当濃いですね〜汗 特に最後の件が恐ろしい！なん
で線⾹を⾷べるのか〜！！！その情景を想像しちゃってゾッとしてしまいまし
た。私的には叔⽗さんの⾯影を装った魔物の様に感じられたのですが…。そこ
に⾄るまでの背景や状況がとても興味ありますね。しかしタイトルの“ハンミョ
ウ”ですが、内容とどんな関連があったのか結局それだけが私には分からず、謎
でした。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員H 15 15 10 10 15 65 故⼈は線⾹の煙を⾷べるという柔らかい考えを⼀気にぶち壊す最後の⼀⾏が最
⾼にたまらんですね。気持ち悪く、なかなか鋭利な恐怖絵⾯オチになっている
と感じました。欲を⾔えば、⽕がついている事を活かして線⾹の煙を上⼿く組
み込めたら、もっと⽣々しい⽂脈になっていたかも。「⼦ども」「男の⼦」
「少年」と名詞を統⼀する事で、スムーズに没⼊できる気がしました。

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員I 13 12 11 10 12 58 何が怖いって⽕のついた線⾹を⾷べてるとこ。線⾹の煙って成仏するのに必要
なんでしたっけ？それを⾷べてるなんてゾッとしかしないですよね。そして通
せんぼのように⽴っている。。。無事に帰れたのでしょうか

1069 ハンミョウ 鍋島⼦豚 ⼀般審査員J 15 15 15 15 12 72 ストーリーに出てきた少年は、何を意味しているのかが謎だが、最後の⽕のつ
いた線⾹をポッキーのように⾷べていることを想像したことところは、ユーモ
アがあって良かった。
墓に案内しているのか、何か他の意味があるのか意味深さを出しているところ
もよかった。

合計 150 130 131 122 138 671

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員A 15 14 17 18 16 80 ポシェットにお札が送り返されてきているということは、⽊にオバケがいるっ
てことじゃないですか。⼿作りのお札ではだめだったってことはお寺とかに
⾏ってお札を作ってもらおう。それでもだめだったらとか考えてしまいました
ね。

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員B 10 12 10 8 10 50 娘が霊を⾒ていてお札で払おうとしているのはいいんですが、その後のポ
シェットの中のビリビリのお札の意味がわかりませんでした。ビリビリにされ
た札を娘が拾って持ち帰るのはなんか変だし、予備のお札が破られていたんだ
としても違和感あるし、モヤモヤ作品でした。

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員C 16 16 16 15 17 80 怖っ。シンプルな怖さでした。無邪気な⼦供とお化けの組み合わせは怖さ倍増
です。後に知りゾッとするパターンがとくに鋭さと意外さもあり、下⼿な素⼈
お札は余計に幽霊を挑発する様で賛否ありますね、幽霊の怒りをかってしまっ
た感があり今後更に物語が展開してゆく様な終わり⽅が良かったです。

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員D 16 17 17 16 15 81 すっきりした⽂章でとても読みやすかったです。お化けを⾒て多少なりとも嫌
な感じを受けて、⼦どもなりになんとか対抗しようと⼿作りのお札を作る光景
を想像するととてもほのぼのした気持ちになりました。恐らく、この⽅も⼦の
成⻑を感じたり、変なものが⾒えているのかと⼼配をしたり、感じることは
あったにしても実害があるとは思っていなかったのではないでしょうか。少な
くとも、最後の⼀⽂を読むまでは危機感を感じられませんでした。⼦どもにも
容赦しない存在にぞっとしました。⾒逃してあげてよ…

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員E 15 15 15 10 10 65 最後におふだが破れていたという事は、娘さんが⾔ってた通り公園の⽊には、
お化けがいるんだなとゾッとしました。⼿作りのおふだでも思いがこもってい
たら効⼒を発揮するのだと感⼼。タイトルをの「お札」を「おさつ」と読み違
えました。「おふだ」か「御札」の表記の⽅が良いかと思いました。

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員F 13 10 12 11 13 59 伊藤さんの娘さんがいくつぐらいなのかわからないけれど、恐らく5、6歳ぐら
いかな。テレビでお化けはお札が嫌いだと⾔っていたから、と⼿作りのお札を
作るなんて何とも可愛らしい。前に⽊の上からお化けが降りて来たからお札を
⽊に貼り付ける、というのが素直で純粋さを感じますが、お化けが⾒える⼦
ちゃんなんですね。家に帰ってポシェットの中を⾒るとビリビリに破かれたお
札が⼊っていた、というのは残念だけど霊には効かなかったんですね。お札を
貼り付けた時は娘さんは霊が⾒えなかったのかな。嫌みな霊ですね。

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員G 14 15 14 10 15 68 この⼦はミエル⼦なんですかね⁈⽊から降りて来たという幽霊はどんな感じ
だったのか⁇ミエタだけで何もされなくて良かった…と思っていたのですが、
最後の件でゾクっとしました。そして今後何か⼤変な事にならなければ良い
なぁと思った私です。また情景描写がとても分かりやすかったので、怖さがス
トレートに伝わり良かったなぁと思いました。またその公園には何か⽈くがあ
るのか⁇何か事件があったのか⁇など⾊々と疑問が浮かびます…背景を深掘り
してみたいですね。

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員H 5 10 5 10 10 40 ちゃんと⼿作りでも効果があってよかったー！そして、⼦どもが死ぬようなオ
チじゃなくて良かったです！ガムテープでお札を貼ると⾔う超絶に雑な内容
と、ちゃんと効果があった。というギャップが最⾼ですね。

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員I 11 12 12 11 13 59 ⼿作りの御札効果がなかってことですかね？ピリピリに破かれたということ
は、お化けは⽊から降りてきたってことですよね？⼿作りの御札可愛らしい
な。お化けが出て怖いけど遊びたい素敵な公園なんですね

1103 ⼿作りのお札 でんこうさん ⼀般審査員J 16 16 17 12 15 76 妹は何をしたかったのかが、最後の最後でよくわからなくなる後味の悪い話
だった。
公園にナニかがいるのであろうが御札を貼るのか剥がしているのか、⾃分がし
ていることがわからなくなっているのかというところが怖かった。

合計 131 137 135 121 134 658

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員A 15 14 17 17 10 73 上⼿い話には落とし⽳がある。ミサキさんは以前取り込まれた⼈物なんでしょ
うね。SNSを怪談に結び付けるのはユーモアがあるなと思いましたし、現代ぽ
いなって思いましたが、⾃分が吸い込まれて次の獲物を待つというのはちょっ
と古典的かな。知らないアカウントからのコメントは無視する。これが⼀番で
すな。

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員B 12 8 12 10 10 52 初めの投稿主がミサキという名前で男でも⼥でもいけそうな感じなのに主⼈公
の願いが「彼⼥が欲しい」は書き⽅が違くて「恋⼈が欲しい」にすれば主⼈公
の性別がわからなくなって、オチの「お前になりたい」も違和感なく、いけた
のかなと感じました。

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員C 16 16 14 15 16 77 まるで世にも奇妙な物語の様なしっかりとした起承転結の構成が読んでいてス
カッとしました。きっと読んでいる⽅も各々、個⼈的な願いを頭に思い浮かべ
た事でしょう。⾏動には責任が付き纏う、教訓を⼀つ得られた良質怪談。どう
しようもないバッドエンドに怖さ＆意外さがありました。

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員D 12 17 16 17 13 75 願いを叶えるためには対価が必要、という条件を明かさず最後に突然ツケを⽀
払わされる展開は⾯⽩いのでとても好きです。近頃の社会問題のような、「旨
い話には裏がある」という教訓めいたものも感じられて奥が深い話だと思いま
した。SNSという相⼿が⾒えない世界には、得体のしれない「ナニか」が存在
していても不思議ではない気がしてきました。ある⽇を境に、突然雰囲気が変
わったフォロワーにはこういうことが起きていたりして…？

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員E 10 10 5 10 10 45 ⾝代わり系の話は、結構聞く話なので、終わり⽅が在り来たりかなと思いまし
た。もうひと捻り欲しいと思ってしまいました。

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員F 14 12 15 13 14 68 現代的ホラーな作品だな、というのが最初の感想です。たまに、この画像をRT
、や、リポストすると運気が上がります、とか、そういったスピリチュアル系
のSNSって⾒かけますもんね。でも、コメントしてくれたらその願い叶えま
す、というのは嬉しいけれど、それ以上に怖さを感じますよね。たったそれだ
けで願いが叶うなんてどう考えても怪し過ぎる。でも、「お前になりたい」と
逆にコメント返しされ、スマホに閉じ込められる、というのは怖いし嫌です
ね。ショートですが、世にも奇妙な物語みたいなドラマには出来そうですね。

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員G 16 14 15 10 15 70 SNSとか、現代の怪談って感じで⾯⽩い！しかもこれ負の連鎖的なお話しです
よね…。願いを叶えてもらった代償がデカ過ぎる泣 そして、こうやって連鎖
がずっと続いていくんでしょうね。しかも“閉じ込められた”ってどーゆー事⁈
スマホは今や皆の⽣活に無くてはならないもので、だからこその怪談もこれか
らどんどん増えていきそうですもんね。そしてやっぱり顔の⾒えないSNSって
怖い！！とても興味深いお話でもあるなぁと感じました。

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員H 10 10 5 15 15 55 ⻤ごっこのような隠れルールが存在しているなんて…まさかスマホに閉じ込め
られるなんて想像していなかったので、意外さとユーモアを感じました。つま
り、ミサキさんが閉じ込められていたという事ですよね。でも、これってちゃ
んと解放されるんでしょうか…

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員I 12 13 14 12 13 64 次々⼊れ替わる系ですか。願いを叶えたら⼊れ替わるみたいな感じですかね？
ただ携帯に閉じ込められたようですが、スタートの⼈はどうなっているのかな
と思ったらとても不思議なお話だと思いました。

1088 願いを叶えてくれる
ミサキさん

空花星潔 ⼀般審査員J 18 15 15 15 15 78

合計 135 129 128 134 131 657

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員A 10 8 10 8 8 44 どういうことなんだろう。意味が分かれば怖い話の類なんだろうか。正直何と
も⾔えないけど、何らかの儀式のために使うつもりだったんだろうか。そし
て、それを⾒られたから⾃分⾃⾝に取り消し線を⼊れて⽋席してしまったの
か。深掘りしたら⾯⽩いものができるかもしれませんね。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員B 12 10 13 8 15 58 ⽣徒の為の⽋席簿なのかと思ってたら、まさかの先⽣だったので途端に意味が
わからなくなりました。⾃分で書いたのか⾃動的に書かれるのかで、だいぶ変
わってくるし答えが分からぬまま、えっ！で終わりました。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員C 15 14 14 13 13 69 もう思念体の様な先⽣で…消えゆく定めだったのでしょうかね。普通の⼈には
理解出来ない不可解な⾏動には例え意味があっても無くても不気味です。淡々
と静かな展開よりも、もっと凄惨でインパクトが増しましの展開を個⼈的には
欲しかったです。次回は画⼒を意識したより悪趣味な作品をお待ちしてます。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員D 11 13 17 17 14 72 だれが何のために置いたのか分からない「⽋席簿」とは…？なぜ先⽣が⽋席す
ることになってしまったのでしょうか。ただ、先⽣のリアクションから察する
に⾒つけてはいけないものだったのでしょう。教員だけに伝わる「学校の七不
思議」のようなものだったとしたら、とてもわくわくします。その学校に伝わ
る七個⽬の怪談は、もしかしたら先⽣だけが知っているものなのかも？と想像
できるとても⾯⽩いお話でした。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員E 15 10 20 18 15 78 「⽋席簿」という設定は⾯⽩いと思ってハードルが上がって読んでしまって、
「⽣徒がキチンと⽋席しているか確認するもの……」と書かれてもいたので、
先⽣の「⽋席簿」だったのかと少し肩透かしでした。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員F 13 12 17 12 14 68 まず発想が⾯⽩いな、と思いました。⽋席簿、なるほど、それは妙ですね。キ
チンと⽋席している、という表現も妙ですがユーモアを感じます。その⽋席簿
は、単に⽋席している⽣徒を記⼊するようなものではなく、どこか未来に影響
を与える異世界のアイテムのような不思議なものみたいですね。先⽣の名前が
取り消し線で消され、翌⽇から⽋の⽂字が⼊り、実際にずっと⽋勤で来なくな
る。それは、〝私〟が⽋席簿を⾒つけてしまったからなのか。お話には他にな
い新しさを感じました。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員G 13 14 16 10 14 67 不思議な、⾊々と疑問が残るお話しでした。⽋席簿というものも初めて聞いた
し、結局⽣徒の⽋席ではなく先⽣⁇なんとも不可思議な…そしてこれ⼈怖です
かね⁇先⽣病んでた⁈とも取れる様な…⾊々と考察は出来ますね。怪談とし
て、怖さの点では低めの評価をつけましたが、怖いというよりはちょっと不気
味で不思議な話しという体感でした。そして最後に先⽣どうなったんだろう…
と⼼配なっちゃいましたけど。でも⽣徒は無事で良かった⁇のかなぁ。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員H 15 10 5 15 15 60 ⼀⽂字違いで、こんなに気持ち悪くなるとは…「⽋席簿」という⾔葉だけでも
嫌な感じですが、先⽣はしかけた側ではなく…消され側という展開が⾯⽩いで
すね。
たまたまだと思いますが、デスノートのようなアイテムが今⽉の投稿に⽬⽴つ
気がしました。そのせいで、おもしろい設定なのに霞んでしまうのが残念で
す。

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員I 15 11 12 10 12 60 デスノート的な感じなのですかね？そこに⽋席を書かれたら出席が出来なくな
るみたいな感じなんですかね。⾃分の意思とは関係なく。。。その⼈が⽣きてい
て⽋席しているのならばいいのですが。。。と思ったらゾッとしますよね

1115 名簿 ⽊綿めも ⼀般審査員J 15 15 18 15 13 76 不思議な話で、⽋席簿を作ったのは誰だったのか？がきになった。
先⽣は、⽋席簿に基づいて⽋席しないといけないように呪われていたのか？と
思わせるようになっていたのも⾮常に良かった。

合計 134 117 142 126 133 652

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員A 13 10 11 13 14 61 可愛い声、綺麗なスタイル、つやつやの髪、これナコちゃんが変わったんじゃ
なくて、鏡の中にいるアリスが徐々に侵⾷していたというオチですね。美味い
話にはカラクリがあるとはよく⾔ったものだけど、どうしても願ってしまうん
ですよね。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員B 12 10 8 8 8 46 鏡の国のアリスをすぐに想像してしまって名前ミスですね。そこは古⾵な⽇本
名にしたほうが怖くなると思いました。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員C 15 16 15 16 16 78 最初は簡単なお願い…それが徐々にエスカレートしてゆき…最終的には成り代
わる。陰湿でじめっとしたバッドエンド！⼈はそれぞれ⾃分なりの鏡を持って
いる思います。鏡を覗いているのか？それとも向こう側から覗かれているの
か？確信はもてなくなりより不安を助⻑させる様でその点も良かったです。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員D 15 18 15 17 16 81 タイトルの伏線回収が⾒事。ぞっとしました。鏡の中から話しかけられて無邪
気に応えてしまうところから想像するに、まだ⼩学⽣くらいで可愛くなりた
い、⼤⼈っぽくなりたいという気持ちが芽⽣え始める少⼥という年頃でしょう
か。鏡の中に映る⾃分の姿を⾒ている⼼の奥底に眠っていた願望やちょっとし
た⼼の隙まで、映ってしまっているとしたら鏡を⾒るのが少し怖くなりまし
た。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員E 10 10 10 15 10 55 ショートの短い中なのに少しずつ⾃分が奪われていく様⼦が⾯⽩かったのです
が、先が読めてしまいました。鏡の中に閉じ込められる以外の結末だったら加
点出来たと思います。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員F 17 15 16 17 17 82 漫画やアニメにありそうなシチュエーション、そんな印象を受けましたが、悪
い意味ではありません。鏡の中のアリスと名乗る⼥の⼦は次々にナコちゃんの
可愛くなりたい、という願いを叶えていってくれる。鏡の中の存在というのは
⽩雪姫だったり、怪談の中でも度々登場しますが、それだけ⾝近で⼈の念など
が⼊り込んだりしやすいアイテムなんでしょうね。⼀⾒、アリスは願いを叶え
てくれる神様のような凄い存在のように思えたけれど、最終的にはナコちゃん
と⼊れ替わりにナコちゃんを鏡の中に閉じ込めてしまった。ナコちゃんはその
ままずっと鏡の中から出られないのでしょうか。そう考えると怖いですね。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員G 18 15 14 10 15 72 少しずつ少しずつ、⾃分という存在が乗っ取られていく過程が凄く不気味で、
スローテンポにじわじわと襲ってくる怪異がとても怖かった！なので怖さの点
を⾼評価としました。こういうジワジワ系の怪談、個⼈的には好きです。しか
もちょっと童話的な感じもして、話の雰囲気はマイルドなんですけど、内容は
エグい！！⼀⾒良いことをしてくれている⾵な所も怖いですね。世にも奇妙な
物語りにありそうな内容で、映像でもみてみたい！迫る恐怖を映像で体感して
みたいです。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員H 5 15 5 10 5 40 不思議の国アリスの続編と、ほぼ同じタイトルだったので、ファンタジー感の
ある怪談かと思ったら、想像以上にエグい内容に感じました。アリスになって
しまった「ナコちゃん」は、同じように誰かと⼊れ替わるためには…かなりの
犠牲を伴いそうですね。

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員I 13 12 11 11 11 58 あれ？⼊れ替わる系の話さっきも読んだような。。。気のせい？怖っ笑。少しず
つ⼊れ替わってるあいだ周りはどんな⾵に⾒ていたんだろ？しかも毎⽇変わっ
ていく姿を。で、最後は元に戻ったナコちゃんがまた現れるという。。。周りか
ら⾒たらめちゃくちゃ不思議ですよね

1090 鏡の中のアリスさん 空花星潔 ⼀般審査員J 18 18 14 15 12 77 鏡の中のナニカに罠にはめられてしまった話で、取り憑かれて魅⼊られてし
まったら蟻地獄のように抜け出せなくなったときの代償として、怖い話だっ
た。

合計 136 139 119 132 124 650

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員A 12 14 17 18 17 78 不登校の⼥の⼦が絵を描くと不思議なことが起こってしまうのか。それとも、
⼈には⾒えない何かが⾒えていて、それを描いているのか。これだけじゃ分か
らないけど、ちょっと不気味な話でしたね。推しキャラの絵であふれていたけ
ど、その推しキャラも実はアニメの終盤や中盤辺りで退場していたりして。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員B 10 10 8 8 10 46 不登校の⼦が先⽣を恨む理由が微かに欲しいのと、推しの顔じゃなくてどこと
なくクラスメイトに似た絵みたいなフリとかで想像を膨らまさせて欲しかった
です。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員C 17 17 16 16 15 81 未来の姿を描いたのか？それとも恨みが元からあったのか？どちらにせよただ
怖いだけでは無く真っ⿊で陰湿な良き怪談。お呪いの類いでしょか夜中の2時
に洗⾯器に⽔を満たして⾃分はカミソリを咥えて覗き込んだら未来の結婚相⼿
が映し出されているとか…そういった実しやかに囁かれてる都市伝説の様に設
定とことの顛末が納得の作品。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員D 17 16 16 15 12 76 途中まではほのぼのしていたのに…その⼦にはどう⾒えていたのかを聞いてみ
たいです。『推しキャラ』を独特な⾊使いで描いていたのはセンスだったの
か、そのキャラクターが辿る運命が⾒えていたのかまで気になってしまいまし
た。⾔葉にできないものを「絵」という形で表現していたのかもしれません
ね。⼦どもの感性は素晴らしいと思いますが、この⼦が⾃分の隠れた才能
（？）に気付いた時どう感じるのか⼼配です。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員E 10 5 15 10 10 50 デスノートならぬデススケッチブックかな？完全に書いた通りになっていく⽅
が⾯⽩いかな？と思いました。最後の「顔が⾚く塗られていた。」だけの描き
⽅だと交通事故と結び付けるのには弱いかなと思います。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員F 15 13 14 11 13 66 彼⼥は何か予感のようなものがあった？それとも、彼⼥が持つ何か不思議な⼒
が家庭教師の〝僕〟を事故に遭わせた？恐らくは、前者で、彼⼥には何かしら
の予感があって、〝僕〟の絵の顔の⾊を⾚く塗ったのかな、と思いますが、そ
うだとしてもちょっと気味が悪い能⼒ですね。絵を⾒せられた時はかなり
ショックだろう。⾊使いが独特、というので、たまたまそんな感じに塗った、
と⾔われればそうなのかも、と考えなくもないけれど、やはり⼀般的には肌の
⾊なら肌⾊を使うだろう。怖さ、というのか妙な気持ち悪さを感じるようなお
話でした。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員G 16 15 14 10 14 69 その⽣徒さんは何かを感じたりみえたりする⼦なんですかね？不思議な⼒の持
ち主⁈それとも、絵で描いた事が現実になってしまうとか⁇後者だったらめ
ちゃくちゃ怖いんですけど！⾊々と考えてしまいました。簡潔に分かりやすい
⽂章だったので、ストレートに話しが伝わり最後のオチもしっかりと怖くて、
安⼼して楽しめた怪談だなぁといった印象でした。怖さは単なる怖いではな
く、個⼈的にはちょっと不気味な感じがする所が良かったなぁと思いました。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員H 10 5 5 15 10 45 まさに、DEATH スケッチブック。描いた対象者に災いがやってくるのは、無
差別でおそろしいですね。また読了後に気持ち悪さを感じたのは「推しキャ
ラ」とは、⼆次元なのか、三次元なのか…考察も楽しめる美味しい怪談になっ
ていると思います。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員I 12 11 11 11 10 55 ん？どいうこと？顔に傷のある絵が書かれてましたとかではなく⾚い顔？えっ
と事故で顔を怪我して⾎まみれだったのかな？それを連想させる⾚い顔だった
から怖いということ？それなら単純に傷のある顔描かれていた⽅が。。。

1098 ⽣徒の絵 ⼀般審査員J 18 18 18 15 15 84 ヒトコワとして、⾮常に怖かった。
彼⼥は、家庭教師の主⼈公を独占するために呪いのようなものをしたかったの
か？と想像させて、最後の顔が⾚かったというところが事故とリンクして、良
かった。

合計 137 124 134 129 126 650

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員A 17 16 18 16 16 83 ありきたりだけど、怖い話ですね。落書きが⾒えたということはその⼈に狙い
を定めているってことになるのかな。そして、友⼈の声をして主⼈公を誘い出
す。やり⼝が狡猾。⾒てと⾔われた瞬間後ろを振り向いたらやばいことが起こ
る。主⼈公が振り向かないのは正解ですね

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員B 12 10 12 10 12 56 ありきたりな流れですが最後の彼⼥の「どうしたの？」と「⾒て」が重なる⽂
章上の表現がわかりづらいんですが、わかると⾯⽩いと感じました。

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員C 16 17 15 15 15 78 ⼈の⼼理をついた嫌がらせとも思える真っ⿊な怪異がそこにありますね。あの
⼿この⼿で⼈を試して執拗に迫る霊はタチが悪くよきです。このシリーズがあ
るのなら⾊んなバリエーションを読んでみたいです。怖いだけでは無く鋭い展
開もありハラハラ感も⼗分でした。

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員D 8 10 11 10 9 48 ごめんなさい、本当に意味が分からなかったです。「『⾒て』する」とは？私の
理解⼒がなさすぎて何が起きているか分からなかったです。

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員E 10 5 10 10 10 45 導⼊から引き込まれて読みましたが、「どう「⾒て」したの？」がわかり難
かったです。ショートで⽂字数制限で、そう書いているのかも知れませんが、
もっとわかりやすい表現が良かったと思いました。

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員F 15 14 16 14 13 72 やはり花ごめさんの作品でしたね。⼀味違う⾯⽩さ、興味深さを感じます。何
気なく⾒つけて読んでしまったトイレの落書き。⾃分には⾒えたけど、友⼈に
は⾒えなかった。トイレを出た後、友⼈と歩いていたら、前を歩いているはず
の友⼈の声が、後ろから「⾒て」と⾔うのが聞こえる。絶対⾒るべきじゃない
ですよね。後ろを⾒てはいけません、と落書きでも書かれてあったのだから。
でも、気になりますよね。友⼈の声が前と後ろからと同時に重なるセリフの書
き⽅とかいいですね。もし振り返っていたらどうなってしまうのでしょうか。
怖さは勿論、他にない新しさを感じました。

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員G 15 14 13 10 14 66 古びたトイレのワードからもう嫌な雰囲気と嫌なフラグが⽴ち始めていて…良
い感じに期待しながら読み進めました。肝試しという事は何かしらの⽈くがあ
る場所なのか⁈それとも単なる夜の散策ついでの肝試しなのか⁇いずれにせよ
何か起きそう感満載ですよね。良かったのは最後の件！読み⼿を惹きつける終
わり⽅はなかなか秀逸だなぁと…私は“振り向いたのかなぁ”と感じたのです
が、皆さんはどう思ったのか⁈⾊々と考察が楽しめそうですね。

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員H 10 15 10 10 5 50 トイレの落書き怪談ということで、ノブさんの体験怪談を思い出しました。ど
う「⾒て」したの？」という問いかけ部分から⼀気に温度が下がっていき、⾵
邪をひきそうな寒暖に感じました。「わかっている」という⽂脈から、抗えな
い「ナニカ」を想像しました。考察が楽しい怪談だと思います。

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員I 12 12 11 10 10 55 どう⾒てしての？？どういうこと？どう？どうとは？落書きはなくなっていて
も後ろは振り向いちゃダメなんですね。⾒える⼈と⾒えない⼈がとかではな
く、⾒えた⼈でも⾒えなくなる。⾒えなくなったのなら振り向いてもいいよう
な気がしますよね。この後、どうなったのか気になりますね

1109 読めた？ 柳家花ごめ ⼀般審査員J 18 18 15 18 15 84 以前、ナナフシギのノブさんのお話で、似たようなお話として、「⾒つけた」
というのを思い出した。
シンプルに怖い。
⾒つけられてしまった主⼈公がどうなってしまうのかがとても興味深いと思っ
た。

合計 133 131 131 123 119 637

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員A 15 12 14 12 13 66 イマジナリーフレンドか⾒えない存在かどうかは分からないけど、いつも⼿を
引いてくるお兄ちゃんは良い存在とは思えないな。単純な話だけど、親には⾒
えない存在が⼦供に⾒えるのは恐怖だと思います。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員B 11 12 10 8 10 51 ショートなんで完結させるのは難しいと思いますが、この話だと今からが⾯⽩
くなるってところで終わるので⻑編の序章みたいな感じでした。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員C 16 14 15 16 15 76 そのお兄ちゃんと⾔われている存在には悪意が有るのか？⼀つ間違えたら⼀気
に神隠しとなり得ますね。その⼀⼈っ⼦が成⻑するにつれそのお兄ちゃんも成
⻑をしていったらまた継続してゆく恐怖がそこにあり作品として良かったで
す。お話としては⼀部ユーモアと意外さも垣間⾒えて満⾜。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員D 12 15 15 14 13 69 読み終わってからお⺟様と⼀緒に眉根を寄せてしまいました。短編ならではの
切れ味の良さとシンプルな書き⽅が個⼈的に好みでした。幼少期の可愛らしい
エピソードのようで、⼤⼈になると何が起きていたのだろうかと気になってし
まう話。1⼈でふらふらと歩いている⼦どもは、本当は⼀⼈じゃないのかもし
れませんが、その「お兄ちゃん」は何をしようとしていたのでしょう…ただ怖
い記憶でないのであれば、悪意はなかったと信じたいです。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員E 10 10 10 10 15 55 誰が⼦守をしてくれていたのかゾッとしました！⼀⼈じゃ無かったから遠くま
で⾏ってしまったのでしょう。無事に⼤きくなっているので悪い者では無かっ
たと思いたいです。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員F 13 12 13 12 13 63 ⽬が離せない⼦供っていますよね。実は私も⼩さい頃はその⼝だったようで、
⺟からよく「あなたは⽬を離すとどこへ⾏ってしまうかわからないからハラハ
ラしたわ」なんて⾔われたものです。ですが、このお話の主さんの場合は
ちょっと違うようで…。主さんはいつもお兄ちゃんが⼿を引いて⾯倒を⾒てく
れていた、という認識だが、お⺟さんにしてみればそのような事実はない。お
兄ちゃんがそもそもいなかった、という事はないだろうから、主さんに⾒えて
いたのはお兄ちゃんの姿形をした別の存在だった？だとしたらやっぱり怖いで
すよね。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員G 16 14 14 10 15 69 タイトルの“ひとりっ⼦”を最後で綺麗に裏切ってくれた所が⾯⽩いなぁと思っ
たお話し！まさかの展開が良かったです。私的には何かに取り憑かれて奇⾏に
⾛っているのかと思って読んでいたので、この展開は個⼈的に好きですね〜！
でもその男の⼦って誰なんでしょうか⁈⽔⼦かとも思ったのですが、お⺟さん
が眉を顰めたとあったのでそれは違うのかなぁ？と思ったり…だと怖いですよ
ね。命も落としかねない感じ！無事で良かったですけど。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員H 5 5 10 15 15 50 お兄ちゃんって誰よー！！タイトルの「ひとりっこ」が重々しい意味に変わる
オチが最⾼ですね。⼦どもがいる私としては、⼦どもの⾏動⼒がありすぎて現
実的な意味でも恐怖を感じました。⺟は眉を寄せた。で終わっているのも、若
⼲味わいがあって良いと思いました。

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員I 13 12 12 11 11 59 ⾃分にしか⾒えないお兄ちゃんだったのかな。お兄ちゃんとはいつも遊んでく
れる他⼈なのか？⾎の繋がった兄がいると思っていたのか。どちらにしても誰
にも⾒えてない⼈で、いたずらで怖い思いをさせられなくて、いいお兄ちゃん
で良かったなと

1085 ひとりっこ 尻⽬まふゆこ ⼀般審査員J 18 18 15 12 15 78 ⼦守をしていたと主⼈公が⾔っているお兄ちゃんとは、誰だったのかが⾮常に
気になるし、何処に⼿をひいいていたのかわからないところに怖さを感じた。
そもそも、年⻑だったのに、お兄ちゃんが、いたというところも⾮常に怖い。

合計 129 124 128 120 135 636

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員A 12 13 12 18 18 73 ⾞に助けてもらったって書いてあるけど、それは幻覚だったってこと？ じゃ
あ、1年前⾏⽅不明になり、主⼈公はそのまま異世界で過ごし、友⼈を探すた
めに⼭に⾏って元に戻ってきたってことになるのかな。不思議な話ですね。そ
して、友⼈はどこかへと消えてしまった。これ、友⼈を探しに⼭道へ⾏ったら
無限ループになりそう。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員B 10 8 10 7 12 47 ありがちな話の流れから⼆転三転して四転までさせようとした変⼈作品です
ね。⼗転まで考えられたら映画化の話が来るかも知れませんね。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員C 15 14 15 15 17 76 読み返す毎にじんわり染み込み怪談。神隠しの驚愕の真実に唖然。怖さと不思
議が混在しており展開としても上⼿かったです。知らず知らずのうちに⾃分⾃
⾝や周りをも巻き込む神隠し事件もこういったものと認識がすんなり想像出来
る構成も良かったです。個⼈的にはもっとパンチのある怪異や具体的なそこに
巣⾷う魔物などを⾒たかったです。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員D 12 16 14 14 15 71 どこからどこまでが現実で、夢なのか区別がつかず混乱しました。不可解な出
来事を分かりやすく、且つ説明⽂的にならず程よい表現で描かれていてとても
読みやすかったです。初めに友⼈と⼭に⾏っていたのも、既に夢の中だったと
いうことでしょうか。なぜ、ご友⼈だけが神隠しに遭ってしまったのか。本当
はこの⽅⾃⾝が「何か」に呼ばれてその⼭に⾜を運んでいたのか。考察が⽌ま
りません。「何か」が棲んでいると思わせるほど未知のエネルギーを放ってい
る⼭に⾏ってみたい気もしますが、やはり怖いですね…どうかご友⼈も無事で
ありますように。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員E 10 5 10 10 10 45 この設定は何度か⽬にしているので新しさは感じませんでした。「⾏⽅知れ
ず」では無く「⾏⽅知らず」には何か意味が有るのでしょうか？それが分かれ
ば加点出来たと思います。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員F 13 11 13 11 13 61 神隠しに遇う、と⾔われているのにどうして⾏っちゃうんでしょうね。体調が
悪くなるのは警告なのか、今から神隠しに遇うんだよ、というサインなのか。
友⼈が助けを呼びに⾏ったまま失踪したと思い込んでいたら失踪していたのは
⾃分の⽅だった…。こうした展開もあると⾔えばありますね。でも、主さんが
発⾒されてから、今度は本当に友⼈の⽅が⾏⽅がわからなくなってしまうとい
うのは意外と⾔えば意外だろうか。友⼈の⽅は体調が悪くなる事はなかったの
だろうか。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員G 16 15 15 10 15 71 お〜！なんとも⼊り組んだ不思議な怪異のお話しですね…でも神隠しって実際
ありそうなのでやはり怖いなぁと感じました。そして友⼈がなんとも気の毒な
…筆者の⽅は助かったから良かったけれど、結局助けてくれた⽅が失踪とか…
。そしてそこでは今までも⾊々とあった事が伺えるので、その辺の話しも含め
て興味があります。シンプルな神隠しの話しではありましたが、だからこその
怖さとか、それに⾄る背景を考察したりと、楽しめるお話しでもあったと思い
ます。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員H 10 5 5 10 10 40 ループ？謎も多くてモヤモヤ気になる気がしました。ショート怪談なので駆け
⾜になってしまうのが残念ですが、この不思議な感じが、ぬるっと⽣々しく、
実話怪談っぽくて読了後も考察が楽しめました。

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員I 13 12 12 10 12 59 怖いというより不思議なお話でした。⾏⽅不明になっていたのは⾃分のほう
で、でも⾃分から⾒たら友達が⾏⽅不明で。。。パラレルワールド的なお話なん
ですかね？1年後に出会ったところで、お互い世界が⼊れ替わった。⾏⽅不明が
⼊れ替わったってことなんでしょうか？また1年後に⼭に⾏ったら⼀瞬出会っ
てまた世界が⼊れ替わるのでしょうか。終わらない⼊れ替わりなんですかね。
こわっ

1112 ⾏⽅知らず ふぇんりる ⼀般審査員J 14 15 18 18 15 80 時空の歪みと⼈間の⼊れ替わりが同時に起きたような不思議な話だった。
結局、時系列的に主⼈公にとってナニが起きたのか、友⼈はどうなってしまっ
たのかがきになる後味の悪い感じになっていたのも良いと思う。

合計 125 114 124 123 137 623

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員A 16 14 12 13 12 67 シンプルだけど怖い。⾃分が同じ状況になったら嫌な話ですね。少し古い⼥⼦
トイレ。いかにも何かが出て来そうな感じがしますな。場所が⼤学になってい
るけど、⾼校や中学校、⼩学校でもありそうな話だと思います。

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員B 12 9 9 8 10 48 ⾳だけの怖さの場合は冒頭に出しておいて最後に伏線を回収する感じにするの
が定番なのでカラカラという⾳は実は？みたいな終わらせ⽅のほうが話の深み
が増すと思います。

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員C 14 14 14 14 15 71 ⽇常に潜む怪談。場所への執着か？物への執着か？残留思念がこびり付いて離
れないんでしょうか。どちらにせよキミが悪いものです、仮にペーパーをあげ
たら？と野暮な妄想をしたら話の裾野が⼀気に広がります。トイレの花⼦さん
の令和版があるならこういう冒頭でしょうか

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員D 14 11 13 11 12 61 古い校舎というだけで何か起きるのでは、と少々わくわくしてしまいました。
そしてトイレ。定番の流れの中で学校の怪談的なものを期待して読んでいた
ら、想定外の気持ち悪い展開で嫌な気持ちになりました。怪談としてはとても
いい展開だと思います。もし、⽣⾝の⼈間だとしても同じテンポで紙を巻き取
る⾳がしているのは気持ち悪すぎますが…

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員E 10 10 5 10 10 45 トイレのこの⼿の話は、在り来たりな感じがしてしまいました。最後の２⾏が
「カラカラカラ」の⾳が何だったか分からないという説明では無い終わらせ⽅
だったら、もう少し加点出来たと思います。

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員F 14 11 11 12 12 60 お話の内容としてはよくあるといえばあるパターンですね。勿論、実際にそん
な体験をしたら、やはり怖いには違いないのでしょうけれど。カラカラ、とい
うタイトルからはお話の予想は出来なかったのでその点は良かったかな、と思
います。トイレに⼊る前には他に誰もいなかった、というならやはり『霊』な
のでしょうね。霊もトイレを利⽤するのかな、と思ったらちょっと⾯⽩くはあ
りますが。きっと霊の悪戯、だったのかな。

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員G 14 14 13 10 14 65 学校、そしてトイレに纏わる怪談の定番の様なお話しでしが、それ故になんか
とてもリアルで怖いなぁと感じたお話しでした。⾝近な怪異ってそんな感じ
だったりしますもんね…。しかしそこの場所の記述や場の様⼦が丁寧に書かれ
ていたので、よりリアルで⾃分も体験しているかの様に楽しめたかなぁと思い
ます。古い校舎もあったとの事だったので、その辺の件からもうフラグが⽴っ
ていて期待の裏切らない感じも良かったです！学校の怪談⼤好きです〜！

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員H 10 10 10 15 10 55 めちゃくちゃ実話っぽい。結局何だったのか、よく分からない…という体験こ
そ恐怖だったりするので、消化不良が活きてる怪談だと思います。効果⾳も良
いですね。この怪談がきっかけで、⼥⼦トイレでは馴染み深い、カラカラカラ
…の⾳が怖く感じるようになりました。

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員I 13 12 13 12 12 62 狭い場所でのこれはすごく怖いですよね。個室から出るのも怖いですし。外に
出ないのも怖いですし。狭いところからの⼤きい⾳は想像したらホントに怖い
ですね

1082 カラカラ 3番 ⼀般審査員J 15 15 12 15 15 72 トイレである薄気味悪い話として、怖かった。
モノマネをしてきたナニカだったのだろうと思った。
誰かのいたずらだったと思いたいというところも⾮常に良かった。

合計 132 120 112 120 122 606

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員A 14 12 10 11 10 57 謎の⽣物からは逃げ切れなかったのか。それとも、最初から主⼈公に憑いてい
たのか。何というか気味の悪い話ですね。⿊くて⼤きくてとっても怖いやつ。
ビジュアルにしたら怖いかもしれない。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員B 8 10 10 8 10 46 ショートでやるシナリオじゃないですね。端折り過ぎて、コロに何が起こった
のかもわからないから、その後の主⼈公に降りかかる恐怖も薄れちゃいます
ね。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員C 15 15 16 15 15 76 洋画ホラーの様なパワー系モンスターそれを視たら最後。対処法はただただ息
を潜めて⾝を丸めるだけという超常的な怖さがありました。そして終わり⽅も
イイですねどうしようもないバッドエンドが⼝を開けて待っているようでし
た。その主の具体的な姿も各々が想像する事で読み⼿の数だけ話が広がってい
きますね。ブラックなユーモアもありました。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員D 10 11 13 12 11 57 唐突に始まる⼩さい世界に蔓延る⾵習のような、当たり前に受け⼊れらている
存在との対⾯。どこかでストーリーに⼊り込めるかと思いきや、外野のまま取
り残されて終わってしまった感がありました。明確に創作怪談とわかる展開
だったので、少々消化不良です。どこかでこちらを⼀歩「そちら側」に引き込
む描写があれば怖さの感じ⽅も違ったと思います。「ヌシ」と「主」を区別し
て書いた意図も伝わらなかったので余計もやもやしてしまいました。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員E 10 10 10 10 10 50 最後、逃げ切れたのかすごく気になりますね。「ヌシ」が数⼗年振りに現れた
のには、どんな意味が有るのか？⽇記がトリガーなのか？そこが気になりまし
た。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員F 14 12 13 11 13 63 ⾊々と想像⼒を掻き⽴てる怖さを感じるお話ですね。最後の⽂が途中で切れて
しまうところが最も怖いところだと思うのですが、逃げ切れなかったのですね
…。ヌシとは⼀体どんな容貌なんでしょうね。ヌシとは⼭の主なのか、⾊々と
気になりますね。コロは飼っていた⽝なんでしょうけれど、幼い頃にヌシが現
れた時、コロはヌシに殺されてしまったのですね。⽇記を⾒るまではある意味
忘れてしまっていたのかもしれないですね。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員G 13 14 14 10 13 64 出だしから薄気味悪さが感じられ、得体の知れない恐怖が怖いなぁと感じまし
た。何者かが迫ってくる感満載の⽂章と構成が良かったなぁと。臨場感も感じ
れて短編ながらなかなかの濃厚がありました。特に末⽂が！！！何かあったの
か⁇と思わせる終わり⽅が秀逸ですね。良い意味での後味の悪さがまたこのお
話に深みが出た様な感じがしました。しかし家に⼊って来たモノって何なんで
しょうか⁈⻑編にしても⾯⽩いだろうなぁとも感じたところです。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員H 10 5 5 5 5 30 ⽣々しい恐怖体験が実は幼少期の恐怖体験だった。の切り替えが⾯⽩いと感じ
ました。前回は⽝が犠牲になったんですね。今回は主⼈公が…という終わり⽅
は好みが別れそうです。個⼈的には⾃分語りで終わらない⽅が実話怪談の雰囲
気になるのでは？と感じました。

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員I 12 10 11 11 11 55 幼い時からまだつづいていたのですね。ヌシとはなんなのか？わんちゃんを犠
牲にして逃げきれて⼤⼈になれたと思ったのに。。。主⼈公さんもヌシに殺られ
てしまったのだろうか？逃げられたと思ったのに。。。は絶望的ですよね

1062 「主」 オラオラ ⼀般審査員J 15 15 12 15 12 69 ⼟地についているなにかが村を襲っているという興味深い話であった。
怖さというよりも、ユーモアさがよくかけていると思った

合計 121 114 114 108 110 567
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